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新 規

新 規

新 規

拡 充

新 規

拡 充

地域予算提案事業費

2,346万7千円
　地域の意見を市の予算に反
映させることで効率的に地域
課題を解決します。

防災ラジオ普及事業費

1,132万8千円
　電源がオフでもＦＭくらら
の緊急放送を自動で受信する
ラジオを配付します。

吾一からくり時計設置
事業費

2,000万円
　寄附金を活用して「路傍の
石」吾一少年のからくり時計
を設置します。

定住促進支援事業費

7,833万8千円
　多世代家族住宅新築等補助
金の創設、宿泊体験施設の整
備等をします。

部屋南部地区
かんがい排水事業費

1,542万円
　石川排水機場の更新整備と
既存排水路の改修整備をしま
す。

消防用機械機器購入費

5,221万円
　消防団と消防本部の意思疎
通、情報共有を図るため携帯
型簡易無線機を配備します。

644億4000万円
特別会計は増

予算
審査
歳出額（千円）

平成28年度 平成27年度 増減率
一般会計 64,440,000 65,620,000 △1.8%

特
別
会
計

国民健康保険 22,190,181 19,758,170 12.3%
後期高齢者医療 1,709,610 1,693,600 0.9%
介護保険（介護保険勘定） 14,050,124 13,518,100 3.9%
介護保険（介護サービス事業勘定） 59,723 46,800 27.6%
下水道 5,185,630 5,167,162 0.4%
農業集落排水 382,037 365,726 4.5%
医療福祉モール - 1,103 皆　減
千塚町上川原産業団地 703,299 556,814 26.3%
小　計 44,280,604 41,107,475 7.7%

合　計 108,720,604 106,727,475 1.9%

栃木駅前の山本有三記念碑

移住お試しの家
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新 規

新 規

新 規

新 規

継 続

継 続

（仮称）文化芸術館整備
事業費

5,792万4千円
　旧栃木市役所本庁舎跡地に
（仮称）文化芸術館と（仮称）
文学館を整備します。

（仮称）地域交流
センター等事業費
2,376万3千円

　市民活動支援施設として、
旧栃木中央小学校既存校舎を
活用して整備します。

医療用ウィッグ購入費
補助費
150万円

　がん治療に伴う外見の悩み
を軽減するために、かつら購
入費用の一部を補助します。

渡良瀬遊水地安全対策
事業費

631万6千円
　遊水地内の主要道路等に看
板を設置して現在地をわかり
やすくします。

東陽中学校敷地拡張整備
事業費

6,900万円
　学校規模に対して運動場が
狭いため、運動場の拡張と施
設の整備をします。

公共下水道雨水渠整備
事業費

6,500万円
　昨年の豪雨で大きな被害を
受けた片柳市営住宅跡地に樋
門や調整池等を作ります。

28年度当初予算額は
一般会計は合併後初の減、

　平成22年3月に1市3町の合併で
新市が発足して以来、23年10月に
西方町、26年4月に岩舟町との合
併を経ながら、予算額は毎年増加
してきましたが、小中学校校舎等
整備事業費の減少などにより、当
初予算額が今回初めて減額となり
ました。

みんなから預かった大切な税金、
28年度は

どんなことにつかうの？
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48,480 52,250 53,200 57,890
64,730 65,620 64,440
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（百万円）
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皆さまの想いを市政へ
議会報告会（フリートーク）

13の提言

市政へ

政策
提言

　昨年の10月〜 11月にかけて
市内19カ所で実施した議会報告
会において、市民の皆さまから
いただいた貴重なご意見をもと
に「提言書」を作成し、市長に
提出しました。

　皆さまの想いをのせた「13の提言」が実現し、
栃木市がもっと住みよい街になるように、議会と
しても継続して見守っていきます。

【お知らせ】
「議会報告会結果報告書」と「提言書」は、
議会報告会を開催した各会場のほか、議会
ホームページでもご覧いただけます。

1 人口減少時代に対応した地域の活性化について
2 魅力溢れる渡良瀬遊水地の積極的な利活用について
3 関東・東北豪雨を教訓にした防災対策の充実について
4 安全・安心なまちづくりにむけた取り組みを
5 蔵タク・ふれあいバスの利便性向上について
6 学童保育などの充実による子育て支援について
7 地域医療の拠点であるメディカルセンターへの更なる支援を
8 利用しやすい制度による効果的な有害鳥獣対策を
9 既存資源の有効活用により、観光客の増加と産業の発展を
10 通行者の安全性に配慮した計画的な道路整備について
11 自然災害などに対応した適切な河川整備及び排水対策について
12 学校教育環境の充実を
13 市民の生活を守る消防団の強化について
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３
月
定
例
会
で
可
決
し
た
議
案
の
う

ち
主
な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
の
支
え
合
い
活
動
を
推
進
す
る

た
め
に
、
県
内
初
の
条
例
を
制
定

（
議
案
第
21
号

　
地
域
支
え
合
い
活
動
推
進
条
例
の
制
定
）

　

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
に
関

し
、
市
、
市
民
、
自
治
会
等
の
役
割
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
支
援
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の

情
報
提
供
に
関
し
て
新
た
な
ル
ー
ル
を

決
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
し
、
災
害

時
だ
け
で
な
く
、
平
常
時
か
ら
日
常
的

に
見
守
り
や
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
住
み
慣

れ
た
地
域
に
お
い
て
、
社
会
か
ら
孤
立

す
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
の
役
割
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？

　

市
民
は
自
ら
、
支
え
合
い
活
動
を
主

体
的
に
行
う
よ
う
に
努
め
る
こ
と
や
、

地
域
の
支
え
合
い
活
動
に
協
力
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
が
役
割
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

▼
13
頁
＝
民
生
常
任
委
員
会

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

同
意
を
し
ま
し
た

（
議
案
第
51
号

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
）

　

西
脇
は
る
み
氏
（
新
任
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
同
意
を
し
ま
し
た

（
議
案
第
52
号
～
55
号

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
）

　

諏
訪　

晃
氏　
　
（
再
任
）

　

石
﨑　

政
男
氏　
（
新
任
）

　

髙
際　

一
夫
氏　
（
新
任
）

　

柏
倉　

喜
三
久
氏
（
再
任
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

同
意
を
し
ま
し
た

（
議
案
第
56
号
～
58
号

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
）

　

大
橋　

光
男
氏
（
再
任
）

　

小
林　

純
子
氏
（
再
任
）

　

癸
生
川　

壯
氏
（
新
任
）

渡
良
瀬
遊
水
地
を
守
る
取
り
組
み
は

　

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
プ
ラ
ン
（
※
1
）
を

推
進
す
る
た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
水

地
の
歴
史
を
学
び
継
承
し
て
い
く
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
早
乙
女
総
合
政
策
部
長

渡
良
瀬
ナ
イ
ツ
ク
ラ
ブ
の
発
足
や

副
読
本
の
活
用
等
に
取
り
組
ん
で
行
く

　

28
年
度
は
「
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
の
作
成
、
史
跡
保
全
ゾ
ー
ン

の
案
内
看
板
整
備
、
遊
水
地
内
の
位
置

表
示
看
板
設
置
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、渡
良
瀬
ナ
イ
ツ
（
※
2
）
は
、

渡
良
瀬
遊
水
地
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
と
し
て

既
に
2
0
0
0
人
を
超
え
る
来
訪
者
の

方
々
を
案
内
し
て
き
た
が
、
4
月
か
ら

は
、
こ
の
体
制
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た

「
渡
良
瀬
ナ
イ
ツ
ク
ラ
ブ
」
を
発
足
し
、

新
た
な
守
り
人
を
募
集
す
る
ほ
か
、
会

員
を
支
え
、
ま
た
会
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
た
だ
く
企
業
・
団
体
を

サ
ポ
ー
ト
店
と
し
て
登
録
す
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
は
、
栃
木
女

子
高
の
生
徒
と
共
に
制
作
し
た
、
遊
水

地
を
紹
介
す
る
絵
本
「
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

の
か
く
れ
ん
ぼ
」を
保
育
園
や
幼
稚
園
、

小
学
校
な
ど
に
配
付
し
た
ほ
か
、
地
元

の
方
々
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て

い
る
。
28
年
度
に
は
、
渡
良
瀬
遊
水
地

に
関
す
る
副
読
本
と
し
て
「
渡
良
瀬
遊

水
地
わ
く
わ
く
探
検
ブ
ッ
ク
」
を
4
年

生
〜
6
年
生
に
配
付
し
、
5
年
生
の
社

会
科
授
業
で
活
用
す
る
。

●	�

栃
木
市
の
宝
、
渡
良
瀬
遊
水
地
を
守

る
取
り
組
み
に
つ
い
て

○	�

女
性
の
活
躍
に
よ
り
目
指
す
べ
き
社

会
に
つ
い
て

古沢ちい子 議員
公明党議員会

3
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と（
主
な
議
案
）

（
※
１
）

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
プ
ラ
ン

　

渡
良
瀬
遊
水
地
内
の

栃
木
市
区
域
の
保
全
と

利
活
用
を
図
る
基
本
計

画
。

（
※
２
）
渡
良
瀬
ナ
イ
ツ

　

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
プ
ラ

ン
で
は
、
渡
良
瀬
遊
水

地
を
守
り
、
未
来
に
引

き
継
ぐ
役
割
を
持
っ
た

方
々
を
「
守
り
人
」
と

位
置
付
け
、「
渡
良
瀬
ナ

イ
ツ
」と
呼
ん
で
い
る
。

ハートランドの
仲間たち
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道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
補
修
工
事
に

十
分
な
予
算
と
人
員
を

　

住
宅
街
を
通
る
生
活
道
路
の
中
に
は
、

通
過
車
両
の
増
加
や
部
分
補
修
の
繰
り

返
し
に
よ
る
痛
み
の
激
し
い
箇
所
が
大

変
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

　

徹
底
し
た
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
道

路
補
修
の
工
事
に
予
算
と
人
員
を
更
に

投
じ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
執
行
部
の

見
解
は
。

答
弁
鈴
木
建
設
水
道
部
長

予
算
の
確
保
と
人
員
増
に
よ
り

早
期
補
修
に
努
め
る

　

現
在
、
栃
木
地
域
に
お
い
て
は
、
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
監
視
員
と
し
て
1
名
の

臨
時
職
員
を
採
用
し
て
、
損
傷
箇
所
の

早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
26
年
12
月
に
は
、栃
木
郵
便
局
と
「
道

路
損
傷
等
に
よ
る
危
険
箇
所
の
情
報
提

供
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
、

道
路
損
傷
等
の
情
報
を
提
供
し
て
い
た

今
後
の
財
政
状
況
の
見
通
し
は

　

今
後
、
様
々
な
事
業
が
控
え
る
中
、

財
政
状
況
へ
の
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る

た
め
に
は
、
市
の
財
政
状
況
を
市
民
の

皆
さ
ま
に
十
分
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、行
政
の
責
任
で
も
あ
る
。

　

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
鈴
木
市
長

一
時
悪
化
す
る
も

平
成
32
年
頃
か
ら
安
定
さ
せ
る

　

財
政
状
況
を
表
す
代
表
的
な
指
標
の

一
つ
で
あ
る
経
常
収
支
比
率
（
※
）
に

つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
決

算
に
お
い
て
94
・
0
%
と
な
り
、
前
年

度
か
ら
4
・
9
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。

そ
の
主
な
要
因
は
、
合
併
に
よ
り
岩
舟

町
や
栃
木
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
等

の
借
入
金
を
引
き
継
い
だ
こ
と
に
よ
る
。

　

し
か
し
、
各
財
政
指
標
は
、
国
が
定

め
た
早
期
健
全
化
基
準
を
大
幅
に
下

回
っ
て
お
り
、
本
市
の
財
政
状
況
は
、

だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
応
急
補
修
工
事
の
繰
り
返

し
に
よ
る
箇
所
が
多
く
、
抜
本
的
な
解

消
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
、
補
修
工
事
に
必
要
な
予
算
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
年
度
か
ら

は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
監
視
員
を
増
員
し

て
、
道
路
の
危
険
箇
所
や
損
傷
箇
所
の

早
期
発
見
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
よ
り
市
民
の
皆
様
か
ら
も
危
険
箇

所
の
通
報
を
頂
け
る
よ
う
周
知
し
、
早

期
の
補
修
対
応
が
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

総
じ
て
健
全
な
範
囲
内
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

今
後
、
地
方
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

事
業
な
ど
の
大
規
模
事
業
が
控
え
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
は
、
市
内
中
心
部
の
発

展
の
た
め
に
、
或
い
は
、
国
か
ら
補
助

を
受
け
ら
れ
る
期
間
や
合
併
特
例
債
を

利
用
で
き
る
期
間
等
の
制
約
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

事
業
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
伴

い
、
地
方
債
の
借
入
増
に
よ
っ
て
財
政

指
標
が
一
時
的
に
悪
化
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
が
、
財
政
自
立
計
画
に
基
づ

く
各
種
取
組
を
着
実
に
実
行
し
、
ま
た

大
規
模
事
業
が
終
了
し
た
後
は
地
方
債

の
縮
減
を
図
っ
て
い
く
こ
と
等
に
よ
り
、

市
制
10
周
年
を
迎
え
る
あ
た
り
か
ら
は
、

安
定
し
た
財
政
運
営
が
で
き
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。

●	�

栃
木
市
の
平
成
28
年
度
予
算
に
つ
い
て

○	�

市
長
等
政
治
倫
理
規
範
の
制
定
に
つ

い
て

○	�

放
課
後
児
童
指
導
員
に
つ
い
て

○	�

16
万
都
市
、
栃
木
市
の
教
育
環
境
は

健
全
か

●	�

道
路
行
政
に
つ
い
て

永田 武志 議員
黎明

海老原恵子 議員
大樹

舗装崩れの危険個所

※
経
常
収
支
比
率

　

地
方
税
な
ど
の
経
常
的
な
一
般
財
源
の
う
ち
、
人

件
費
、
公
債
費
な
ど
の
経
常
的
経
費
に
充
当
さ
れ
た

も
の
が
占
め
る
割
合
を
表
す
。こ
の
数
値
が
高
い
と
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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災
害
発
生
前
に
迅
速
な
情
報
伝
達
を

　

昨
年
発
生
し
た
豪
雨
被
害
は
、
私
た

ち
に
多
く
の
教
訓
を
残
し
た
。
こ
れ
ら

を
検
証
し
、
今
後
の
対
策
に
生
か
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

災
害
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
や
、
災
害

対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、

い
ち
早
く
市
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
で

個
々
の
対
応
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

情
報
収
集
や
情
報
伝
達
を
今
後
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

答
弁
村
上
危
機
管
理
監

市
民
へ
の
情
報
提
供
を
強
化
し
て
い
く

　

市
で
は
、
気
象
庁
が
発
表
す
る
気
象

情
報
を
、テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

県
、
宇
都
宮
地
方
気
象
台
か
ら
収
集
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
情
報
か
ら
災
害
の

種
類
や
状
況
、
災
害
発
生
場
所
を
予
測

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
気
象
情
報
や
予
測
さ
れ
る

災
害
等
は
、
F
M
く
ら
ら
8
5
7
、
ケ
ー

市
民
の
期
待
に
応
え
る
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
と
な
る
た
め
市
か
ら
指
導
・
助
言
を

　

下
都
賀
総
合
病
院
、と
ち
の
木
病
院
、

医
師
会
病
院
が
統
合
し
た
、
と
ち
ぎ
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
継
続
的
な
発
展

と
健
全
経
営
は
市
民
の
願
い
で
あ
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
市
の
補
助
金

33
億
円
を
は
じ
め
、
総
額
87
億
円
の
税

金
が
投
入
さ
れ
て
お
り
、
市
に
は
そ
れ

ら
を
適
正
に
執
行
さ
せ
る
責
任
が
あ
る
。

　

市
か
ら
の
指
導
、助
言
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
奈
良
部
保
健
福
祉
部
長

経
営
の
安
定
化
に
つ
な
が
る
よ
う
適
正

な
指
導
・
助
言
を
し
て
い
き
た
い

　

と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
対

し
、
良
質
な
地
域
医
療
を
確
保
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
、
特
に
市
民
の
生
命

に
直
接
関
わ
る
二
次
救
急
医
療
の
確
保

を
図
る
こ
と
を
最
重
要
課
題
と
し
て
、

施
設
整
備
を
指
導
し
て
き
た
。
ま
た
、

脳
血
管
疾
患
や
急
性
心
筋
梗
塞
、
が
ん

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
L
字
放
送
、C
C
9
メ
ー

ル
の
栃
木
市
緊
急
情
報
、
同
報
系
防
災

行
政
無
線
、
栃
木
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
防

災
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
活
用
し
、

市
民
の
皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た

こ
と
に
つ
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
に
情

報
提
供
す
る
こ
と
で
災
害
に
対
す
る
注

意
喚
起
と
な
る
こ
と
か
ら
、
先
に
述
べ

た
方
法
に
よ
る
周
知
に
加
え
て
、
広
報

車
に
よ
る
広
報
、
更
に
L
ア
ラ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
報
道
機
関
等
に
も
情
報

提
供
し
、

テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等

を
通
じ
て

市
民
に
周

知
し
て
い

き
た
い
。

の
診
療
な
ど
に
つ
い
て
は
、
過
度
に
三

次
医
療
機
関
で
あ
る
大
学
病
院
に
依
存

せ
ず
、
新
病
院
に
お
い
て
対
応
で
き
る

診
療
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
も
指
導
し

て
き
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
収
支
状
況
や
経

営
状
況
等
を
確
認
し
な
が
ら
、
随
時
、

指
導
し
て
い
く
と
と
も
に
、
毎
月
定
例

的
に
行
っ
て
い
る
正
副
市
長
と
理
事
長

と
の
懇
談
の
場
や
評
議
員
会
等
に
お
い

て
、適
正
な
指
導
や
助
言
を
し
て
い
く
。

●	�

と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

○	

都
市
計
画
に
つ
い
て

○	�

28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
編
成
と
施

政
方
針
に
つ
い
て

●	�

災
害
時
な
ど
の
情
報
伝
達
方
法
と
今

後
の
対
策
に
つ
い
て

○	�

公
共
施
設
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

大川 秀子 議員
黎明

針谷 育造 議員
栃木新風会

FMくらら 857コエドスタジオ

とちぎメディカルセンターしもつが
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栃
木
市
版
小
規
模
企
業
振
興
条
例
の

制
定
を

　

小
規
模
企
業
の
繁
栄
な
く
し
て
地
域

の
活
性
は
な
い
と
考
え
る
が
、
小
規
模

事
業
者
は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
等

の
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
。

　

国
は
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
を
、

県
は
「
栃
木
県
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
の
振
興
に
関
す
る
条
例
」
を
そ
れ
ぞ

れ
制
定
し
小
規
模
事
業
者
の
躍
進
を
掲

げ
て
い
る
。

　

市
も
小
規
模
企
業
の
支
援
体
制
の
充

実
の
た
め
に
、
栃
木
市
版
「
小
規
模
企

業
振
興
条
例
」
を
制
定
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁
茅
原
産
業
振
興
部
長

条
例
制
定
に
向
け
て
検
討
に

着
手
し
た

　

本
市
の
小
規
模
事
業
者
は
中
小
企
業

の
約
8
割
を
占
め
て
い
る
。
地
域
の
雇

用
を
支
え
、
新
た
な
需
要
に
き
め
細
か

駐
車
場
不
足
解
消
の
た
め

旧
栃
木
警
察
署
跡
地
の
活
用
を

　

昨
年
9
月
に
市
内
中
心
市
街
地
の
9

つ
の
「
商
店
会
」
が
売
却
反
対
の
陳
情

書
を
、
本
年
2
月
に
「
中
心
市
街
地
を

考
え
る
会
」
が
5
0
0
0
人
を
超
す
署

名
を
添
え
て
、
こ
の
ま
ま
進
め
ず
一
度

立
ち
止
ま
っ
て
市
民
と
考
え
る
べ
き
と

の
要
望
書
を
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
た
。

　

中
心
市
街
地
に
不
足
す
る
駐
車
場
を

併
設
し
た
観
光
物
産
館
、
情
報
発
信
の

コ
ア
施
設
等
の
設
置
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
が
、
執
行
部
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
渡
邉
都
市
整
備
部
長

駐
車
場
の
課
題
は

中
心
市
街
地
全
体
で
対
応
す
る

　

旧
栃
木
警
察
署
跡
地
に
つ
い
て
は
、

中
心
市
街
地
活
性
化
の
実
現
化
方
策
の

一
つ
と
し
て
、
民
間
活
力
を
活
用
し
た

土
地
利
用
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
民
間
事
業
者
の
募
集
を
締
め
切

く
対
応
で
き
る
小
規
模
事
業
者
の
役
割

は
特
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

市
は
、
小
規
模
企
業
を
含
め
た
中
小

企
業
の
振
興
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
お
り
、
全
体
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
検
討
組
織
の
あ
り
方
な

ど
の
検
討
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
条
例
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

法
律
上
、「
中
小
企
業
者
」
に
「
小
規
模

企
業
者
」
は
含
ま
れ
て
い
る
が
、「
小
規

模
企
業
」
の
重
要
性
や
抱
え
る
課
題
等

を
鑑
み
て
、
そ
の
振
興
を
図
る
こ
と
を

明
確
に
規
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

り
、
3
月
中
に
優
先
交
渉
権
者
を
選
定
す

る
予
定
で
あ
り
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
優
れ
た
事
業
を
確
実
に
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

市
中
心
部
に
お
け
る
駐
車
場
不
足
に

つ
い
て
は
、
旧
栃
木
警
察
署
跡
地
近
く

の
室
町
駐
車
場
の
再
整
備
や
蔵
の
街
第

一
駐
車
場
の
改
良
等
に
よ
り
、
観
光
バ

ス
等
が
最
大
10
台
程
度
駐
車
で
き
る
よ

う
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
今
後
整

備
を
予
定
し
て
い
る
（
仮
称
）
文
化
芸

術
館
や
（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
場
、
及
び
市
役
所
立
体
駐
車
場

等
の
利
用

に
よ
り
、

中
心
市
街

地
全
体
で

対
応
し
て

い
き
た
い

と
考
え
て

い
る
。

●	�

旧
栃
木
警
察
署
跡
地
の
民
間
売
却
等

に
つ
い
て

○	�

新
病
院
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
の
開
院
、
経
営
に
つ
い
て

○	�

家
庭
ゴ
ミ
収
集
業
務
委
託
業
者
の
入

札
に
つ
い
て

○	�

東
京
都
中
央
区
と
の
友
好
交
流
関
係

の
強
化
を

●	�

小
規
模
企
業
振
興
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

針谷 正夫 議員
黎明

大武 真一 議員
無会派

小規模企業の振興が期待される

中心市街地の旧栃木警察署跡地
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組
織
機
構
改
編
後
の

各
地
域
に
お
け
る
防
災
体
制
は

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ
り
、
総
合

支
所
は
3
課
体
制
と
な
り
人
員
も
減
る
。

　

総
合
支
所
は
9
月
の
関
東
・
東
北
豪

雨
に
お
い
て
地
域
防
災
の
拠
点
と
し
て

災
害
対
応
等
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。

　

組
織
機
構
改
編
後
の
各
地
域
に
お
け

る
防
災
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
鈴
木
市
長

こ
れ
ま
で
通
り
、
各
総
合
支
所
が

地
域
防
災
の
中
心
を
担
っ
て
い
く

　

各
総
合
支
所
は
各
地
域
の
消
防
や
地

元
消
防
団
と
連
携
し
、
ま
さ
に
地
域
防

災
の
要
と
な
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

こ
の
位
置
付
け
は
、
新
体
制
と
な
っ
て

も
変
わ
ら
な
い
。

　

問
題
は
、
総
合
支
所
に
勤
務
す
る
職

員
の
人
数
が
減
る
こ
と
や
道
路
・
河
川

等
を
管
理
す
る
担
当
組
織
が
な
く
な
る

公
園
等
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
考
え
は

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
市
民
の
安
心
安
全

を
守
る
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

特
に
子
ど
も
や
高
齢
者
が
安
心
し
て

く
つ
ろ
ぐ
場
所
で
あ
る
公
園
に
は
設
置

の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
の
公
園
や
通
学
路
へ
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
高
橋
生
活
環
境
部
長

４
月
か
ら

第
二
公
園
に
試
行
的
に
設
置
す
る

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
方
針
と
し
て
は
、

個
人
情
報
保
護
審
査
会
を
経
た
の
ち
、

「
栃
木
市
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
設
置

及
び
運
用
に
関
す
る
要
綱
」
等
に
基
づ

き
、
個
人
情
報
の
管
理
の
徹
底
を
図
る

と
と
も
に
、
防
犯
上
の
必
要
性
が
高
い

順
に
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
往
来

す
る
鉄
道
の
駅
に
優
先
し
て
設
置
し
て

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

決
す
べ
く
、
現
在
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
災
害
対
策
本
部
の
全

て
の
班
に
各
地
域
の
担
当
係
を
設
け
、

災
害
時
に
は
、
担
当
す
る
地
域
の
総
合

支
所
に
駆
け
つ
け
て
業
務
に
当
た
る
よ

う
な
体
制
を
整
え
た
い
。
特
に
、
係
の

編
成
に
当
っ
て
は
、
各
総
合
支
所
勤
務

経
験
の
あ
る
者
や
、
近
隣
地
域
に
住
む

職
員
を
充
て
る
よ
う
工
夫
す
る
。

　

各
地
域
の
災
害
対
応
能
力
が
低
下
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、万
全
を
期
し
た
い
。

い
き
た
い
。

　

今
後
に
お
け
る
、
公
園
等
の
公
共
施

設
や
通
学
路
等
の
公
共
空
間
を
含
む
市

全
体
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
市
の
施
設
所
管
課
、
警
察

及
び
自
治
会
等
の
関
係
機
関
と
十
分
協

議
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
県
内
外

の
先
進
事
例
を
調
査
し
、
具
体
的
な
設

置
方
針
の
作
成
に
向
け
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

な
お
、
本
年
度
中
に
旭
町
地
内
の
第

二
公
園
に
試
行
的
に
設
置
し
、
４
月
か

ら
運
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

○	

市
道
の
整
備
に
つ
い
て

●	�

安
心
安
全
の
街
づ
く
り
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
に
つ
い
て

●	

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

○	�

児
童
虐
待
に
対
す
る
本
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

中島 克訓 議員
新生クラブ

坂東 一敏 議員
誠心

豪雨により川岸が崩れた逆川（都賀地域）

第二公園に設置された防犯カメラ
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渡
良
瀬
遊
水
地
利
活
用
の
た
め

周
辺
自
治
体
と
連
携
を

　

3
3
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
広
大

な
遊
水
地
を
生
か
す
た
め
に
「
渡
良
瀬

遊
水
地
保
全
・
利
活
用
協
議
会
」
が
設

立
さ
れ
、
現
在
、
鈴
木
市
長
が
会
長
を

務
め
て
い
る
。

　

よ
り
効
果
的
な
利
活
用
を
目
指
し
て
、

関
係
自
治
体
に
働
き
掛
け
て
は
ど
う
か
。

答
弁
鈴
木
市
長

関
係
す
る
市
町
や
団
体
等
と
の
連
携
を

更
に
深
め
て
い
き
た
い

　

平
成
24
年
7
月
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
湿
地
と
な
っ
た
後
、
遊
水
地
の
魅

力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
更
な
る
利

活
用
を
図
る
た
め
に
、
本
市
か
ら
の
発

案
に
よ
り
「
渡
良
瀬
遊
水
地
保
全
・
利

活
用
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
当
協

議
会
で
は
、
国
や
周
辺
市
町
、
自
治
会

や
自
然
保
護
な
ど
の
各
種
団
体
が
構
成

員
と
な
り
、
渡
良
瀬
遊
水
地
に
関
す
る

結
婚
歴
の
な
い

（
非
婚
の
）ひ
と
り
親
に

寡か

婦ふ

（
夫
）控
除
の
み
な
し
適
用
を

　

所
得
税
法
の
寡
婦
（
夫
）
控
除
（
※
）

は
、
死
別
や
離
別
に
よ
る
ひ
と
り
親
を

対
象
と
し
て
い
る
が
、
結
婚
歴
の
な
い

親
は
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

　

控
除
が
な
け
れ
ば
納
税
額
が
増
え
、

保
育
料
な
ど
も
重
く
な
る
。
結
婚
歴
の

有
無
で
格
差
が
生
ま
れ
る
の
は
不
合
理

だ
と
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

　

非
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
し
、寡
婦（
夫
）

控
除
を
み
な
し
適
用
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁
臼
井
保
健
福
祉
部
副
部
長

有
効
な
支
援
策
と
な
る
よ
う

早
期
実
施
に
む
け
て
調
整
中
で
あ
る

　

寡
婦
（
夫
）
控
除
の
み
な
し
適
用
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況

を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
と
り
親

世
帯
へ
の
有
効
な
支
援
策
と
な
る
こ
と

こ
と
に
つ
い
て
、情
報
を
共
有
し
、保
全
・

利
活
用
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、当
協
議
会
を
活
性
化
し
、国
県
、

周
辺
市
町
、
各
種
団
体
、
地
域
と
の
連

携
を
強
化
し
つ
つ
、
今
後
の
遊
水
地
の

有
り
方
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す

青
写
真
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
も
連
携

を
深
め
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
本
市
と
埼
玉
県
加
須
市
、

群
馬
県
板
倉
町
と
の
境
界
点
の
測
量
調

査
が
行
わ
れ
、全
国
的
に
も
珍
し
い
「
平

地
の
3
県
境
」
の
境
界
点
が
確
定
し
た

の
で
、
こ
れ
を
機
に
関
係
市
町
や
県
と

の
連
携
を
深
め
、
P
R
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
実
施
で
き
る

よ
う
、
現
在
、
実
施
方
法
や
実
施
時
期

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

保
育
園
保
育
料
は
平
成
28
年
９
月
分

か
ら
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
は

平
成
28
年
度
分
か
ら
、
学
童
保
育
料
は

平
成
28
年
度
か
ら
実
施
す
る
方
向
で
調

整
中
で
あ
る
。

　

な
お
、
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
は
、

特
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
本
人
の
申
出
に

よ
り
把
握
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
寡
婦
（
夫
）
控
除
の
み
な
し

適
用
が
可
能
と
思
わ
れ
る
、
そ
の
他
の

事
業
に
お
い
て
も
、
順
次
適
用
す
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

○	

関
東
・
東
北
豪
雨
の
対
応
に
つ
い
て

○	

市
政
運
営
に
つ
い
て

●	

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

○	

旧
寺
尾
南
小
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て

○	

道
路
行
政
に
つ
い
て

●	

渡
良
瀬
遊
水
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

福富 善明 議員
大樹

白石 幹男 議員
無会派

更なる利活用が望まれる渡良瀬遊水地

※
寡
婦
（
夫
）
控
除

　

所
得
か
ら
27
万
円
を
差
し
引
く

こ
と
に
よ
り
所
得
税
額
を
軽
減
す

る
制
度

　
「
特
定
の
寡
婦
」
に
該
当
す
る
場

合
は
、
さ
ら
に
8
万
円
が
控
除
さ

れ
る
。
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地
方
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

等
の
進
捗
状
況
は

　

旧
栃
木
市
役
所
跡
地
や
旧
栃
木
警
察

署
跡
地
な
ど
に
お
い
て
持
続
可
能
な
市

街
地
構
造
の
再
構
築
を
図
る
た
め
、
地

方
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
等
の
導

入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
地
域
に
必
要

な
市
街
地
機
能
の
整
備
等
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
が
、
各
計
画
の
進
捗
状

況
や
事
業
費
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
渡
邉
都
市
整
備
部
長

「
都
市
再
生
整
備
計
画
」を
正
式
に

国
土
交
通
大
臣
へ
提
出

　

地
方
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に

つ
い
て
は
、「
都
市
再
生
整
備
計
画
」
を

2
月
16
日
付
で
正
式
に
国
土
交
通
大
臣

あ
て
に
計
画
書
を
提
出
し
た
。
全
体
の

事
業
期
間
は
平
成
28
年
度
か
ら
32
年
度

ま
で
の
5
年
間
を
予
定
し
て
い
る
。

　

旧
栃
木
市
役
所
跡
地
に
計
画
し
て
い

る
（
仮
称
）
文
化
芸
術
館
、
旧
市
役
所

豪
雨
災
害
時
に
お
け
る
市
の

対
応
の
反
省
と
今
後
の
対
応
は

　

昨
年
9
月
の
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、

本
市
は
3
千
件
を
超
え
る
床
下
・
床
上

浸
水
等
、多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

災
害
対
応
の
反
省
す
べ
き
点
、
こ
の

経
験
を
生
か
し
た
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
鈴
木
市
長

反
省
点
を
踏
ま
え
、
災
害
時
に

十
分
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
る

　

9
月
の
豪
雨
災
害
に
お
け
る
市
の
対

応
に
は
、
幾
つ
か
の
問
題
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

　

主
な
も
の
は
、
情
報
の
収
集
・
伝
達
、

備
蓄
品
の
種
類
や
備
蓄
倉
庫
の
設
置
場

所
、
災
害
時
に
お
け
る
組
織
体
制
な
ど

で
あ
る
。

　

今
後
は
、
情
報
の
収
集
・
伝
達
に
つ

い
て
は
、地
域
の
状
況
に
一
番
詳
し
く
、

情
報
を
持
っ
て
い
る
自
治
会
等
に
、
自

別
館
を
活
用
し
て
整
備
を
進
め
る
（
仮

称
）
文
学
館
、
旧
栃
木
中
央
小
学
校
跡

地
に
整
備
を
進
め
る
（
仮
称
）
統
合
保

育
園
、
小
学
校
の
旧
校
舎
を
活
用
し
て

整
備
を
進
め
る
（
仮
称
）
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
、
そ
の
他
周
辺
市
道
の
整
備
事

業
も
併
せ
て
、
交
付
対
象
と
な
る
全
体

事
業
費
は
、
約
56
億
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
そ
の
う
ち
、
交
付
金
と
し
て
約

20
億
円
の
財
源
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

旧
栃
木
警
察
署
跡
地
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の
12
月
17
日
に
民
間
事
業
者
の
募

集
を
開
始
し
、
3
月
末
ま
で
に
は
、
事

業
を
実
施
す
る
優
先
交
渉
権
者
を
決
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

主
防
災
組
織
等
を
設
立
し
て
い
た
だ
き
、

共
助
の
体
制
を
構
築
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
地
域
の
情
報
を
市
に
も
知
ら
せ
て

い
た
だ
く
た
め
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設

置
し
た
り
、
自
治
会
内
で
情
報
伝
達
等

を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
職
員
の
災
害
対
応
能
力
の
向

上
、
避
難
所
に
隣
接
し
た
備
蓄
倉
庫
の

設
置
、備
蓄
品
の
補
充
を
し
て
い
き
た
い
。

災
害
警
戒
本
部
及
び
災
害
対
策
本
部
の

設
置
時
期
の
見
直
し
も
含
め
、
災
害
時

に
十
分
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
私
を
含

め
た
職
員
体
制
に
つ
い
て
見
直
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●	

関
東
・
東
北
豪
雨
の
検
証
に
つ
い
て

○	�

と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

●	

市
有
財
産
等
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

○	

渡
良
瀬
遊
水
地
に
つ
い
て

○	

市
有
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

梅沢 米満 議員
栃木新風会

松本 喜一 議員
無会派

（仮称）文学館の整備が予定されてい
る旧市役所別館

豪雨により冠水した本庁舎周辺
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来
年
度
以
降
の
事
業
計
画
は

　

新
斎
場
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

業
で
は
あ
る
が
、
非
常
に
繊
細
な
問
題

で
あ
る
。

　

建
設
予
定
地
は
決
定
し
た
が
、
基
本

構
想
策
定
時
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
は
、

や
や
遅
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
来
年

度
に
は
様
々
な
業
務
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
思
う
が
、
今
後
の
進
め
方
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
高
橋
生
活
環
境
部
長

目
標
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
直
し

で
き
る
だ
け
早
く
公
表
し
た
い

　

本
年
度
予
定
し
て
い
た
各
種
調
査
等

業
務
を
、
平
成
28
年
度
に
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
測
量
・
地

質
調
査
業
務
、
環
境
影
響
調
査
業
務
、

P
F
I
導
入
可
能
性
調
査
等
を
順
次
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
並
行
し
て
地
元
の
皆
様
の
要

日
本
一
き
れ
い
な
街
に
す
る
た
め
に

「
路
上
喫
煙
禁
止
条
例
」の
制
定
を

　

市
内
各
地
に
お
い
て
ポ
イ
捨
て
さ
れ

た
ご
み
が
目
に
つ
く
の
が
現
状
で
あ
る
。

環
境
美
化
の
観
点
か
ら
、
さ
ら
に
善
意

で
美
化
活
動
を
さ
れ
る
方
々
の
労
苦
に

報
い
る
た
め
に
も
、
捨
て
る
側
の
意
識

改
革
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ポ
イ
捨
て
さ
れ
る
ご
み
の
中
で
も
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
対
策
と
し
て
他
の
自

治
体
で
も
条
例
化
が
進
ん
で
い
る
。
本

市
で
も
「
路
上
喫
煙
禁
止
条
例
」
を
制

定
し
、
ポ
イ
捨
て
対
策
の
一
助
と
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
執
行
部
の
見
解
を
お

伺
い
す
る
。

答
弁
高
橋
生
活
環
境
部
長

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
制
定
に

む
け
て
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く

　

吸
い
殻
の
散
乱
防
止
に
関
し
、
市
、

市
民
、
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
し

て
、
路
上
に
お
け
る
喫
煙
マ
ナ
ー
や
環

望
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
周
辺
整
備
事

業
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

新
斎
場
の
使
用
開
始
ま
で
の
全
体
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
決

定
し
た
建
設
予
定
地
に
お
い
て
、
必
要

な
許
認
可
手
続
に
つ
い
て
、
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
る
。

　

市
民
の
皆
様
の
中
に
は
早
期
完
成
を

願
う
方
々
も
い
る
こ
と
か
ら
、
基
本
構
想

時
の
目
標
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
内
容
と
日

程
を
見
直
し
て
い
く
。で
き
る
だ
け
早
く
、

実
情
に
即
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
工
程

表
を
公
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

境
美
化
意
識
の
向
上
を
図
り
、
安
全
で

快
適
な
歩
行
空
間
と
清
潔
な
地
域
環
境

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
条
例
制
定
に
は
い
く
つ
か
の

課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
、

禁
止
す
る
も
の
は
喫
煙
そ
の
も
の
か
、

い
わ
ゆ
る
歩
き
た
ば
こ
の
み
か
。
禁
止

区
域
は
栃
木
駅
前
の
広
場
に
限
定
す
る

か
、
伝
建
地
区
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

ま
で
拡
大
が
必
要
か
。
ル
ー
ル
を
守
ら

な
い
人
へ
は
指
導
に
と
ど
め
る
か
、
罰

則
を
設
け
る
か
な
ど
の
検
討
が
必
要
と

な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
栃
木
警
察

署
な
ど
の

関
係
機
関

と
協
議
を

重
ね
、
制

定
に
向
け

て
取
り
組

ん
で
い
き

た
い
。

○	

常
備
消
防
の
改
善
に
つ
い
て

●	

ポ
イ
捨
て
対
策
に
つ
い
て

●	

栃
木
市
斎
場
再
整
備
に
つ
い
て

平池 紘士 議員
黎明

建設予定地の南部清掃工場跡

美化キャンペーンの様子

広瀬 義明 議員
大樹
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総
務
常
任
委
員
会

議
案
第
1
号

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

（
渡
良
瀬
遊
水
地
安
全
対
策
事
業
費
）

質
　
位
置
表
示
看
板
の
設
置
場
所
は

答　

遊
水
地
内
の
管
理
用
道
路
の
結
節

点
に
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

史
跡
保
存
ゾ
ー
ン
の
案
内
看
板
も
老
朽

化
し
て
い
る
の
で
、更
新
し
て
い
き
た
い
。

（
吾
一
か
ら
く
り
時
計
設
置
事
業
費
）

質
　
か
ら
く
り
時
計
の
設
置
場
所
は

答　

設
置
に
当
た
っ
て
は
寄
附
を
い
た

だ
く
予
定
で
あ
り
、
寄
附
者
は
栃
木
駅

周
辺
を
想
定
し
て
い
る
。
市
も
そ
の
よ

う
な
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

質
　
か
ら
く
り
時
計
の
規
模
は

答　

寄
附
金
が
1
0
0
0
万
円
、
市

の
持
ち
出
し
が
1
0
0
0
万
円
の
合
計

2
0
0
0
万
円
の
事
業
費
の
範
囲
で
設

置
し
て
い
き
た
い
。

（
消
防
団
運
営
費
）

質
　
消
防
団
員
確
保
の
た
め
の
取
り

組
み
は

民
生
常
任
委
員
会

議
案
第
1
号

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

（
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
施
設
型
給
付
費
）

質
　
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
状
況
は

答　

今
年
度
の
5
園
か
ら
14
園
に
な
り
、

定
員
が
4
5
0
人
程
度
増
え
る
。

質
　
待
機
児
童
の
問
題
は
解
決
す
る
の
か

答　

定
員
は
増
え
る
が
、
幼
稚
園
か
ら

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
園
児
も
い

る
た
め
、
待
機
児
童
は
若
干
発
生
す
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

議
案
第
4
号　

　

平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

　

保
険
事
業
勘
定
予
算

（
家
族
介
護
継
続
支
援
事
業
費
）

質
　
紙
お
む
つ
の
利
用
に
対
す
る
支

援
の
方
法
を
、
現
金
支
給
か
ら
現
物
給

付
に
変
更
す
る
理
由
は

答　

本
事
業
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
、
現
物
給
付
に
変
更
す
る
こ
と

と
し
た
。

質
　
現
物
給
付
に
な
っ
て
も
種
類
を

選
べ
る
の
か

答　

す
べ
て
の
メ
ー
カ
ー
を
取
り
扱
う

業
者
が
カ
タ
ロ
グ
を
作
り
、
そ
こ
か
ら

利
用
者
が
選
べ
る
よ
う
に
し
た
い
。

答　

県
の
補
助
を
活
用
し
、
消
防
団
員

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
す
る
。
内
容
と
し

て
は
、
市
内
の
商
店
な
ど
に
協
力
い
た
だ

き
、
消
防
団
員
を
対
象
と
し
た
特
典
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

（
歳
入　

地
方
交
付
税
）

質
　
対
前
年
度
比
で
約
2
億
円
減
額

と
な
っ
た
理
由
は

答　

1
市
3
町
の
合
併
か
ら
5
年
が
経

過
し
、
平
成
27
年
度
か
ら
交
付
税
の
段
階

的
な
縮
減
が
始
ま
っ
た
た
め
等
で
あ
る
。

質
　
今
後
の
交
付
税
の
推
移
は

答　

旧
1
市
3
町
分
と
し
て
は
平
成
31

年
度
ま
で
、
旧
西
方
町
分
と
し
て
は
平

成
33
年
度
ま
で
、
旧
岩
舟
町
分
と
し
て

は
平
成
36
年
度
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
5
年

間
か
け
て
段
階
的
に
交
付
税
が
縮
減
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
平
成
37
年
度
分
か

ら
通
常
の
交
付
税
算
定
に
な
る
。

議
案
第
10
号

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
6
号
）

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
費
）

質
　
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
状
況
は

答　

11
月
ま
で
に
各
家
庭
に
送
付
し
、

市
に
返
戻
が
4
9
6
3
件
あ
っ
た
。
そ

の
う
ち
3
3
6
2
件
に
つ
い
て
は
窓
口

交
付
ま
た
は
再
送
し
、
さ
ら
に
死
亡
等

に
よ
り
54
件
を
廃
棄
し
た
。
現
在
は

1
5
4
7
件
を
市
で
保
管
し
て
い
る
。

▼
15
頁

=

討
論

議
案
第
21
号　

　

地
域
支
え
合
い
活
動
推
進
条
例
の
制
定

質
　
支
援
を
必
要
と
す
る
者
に
係
る

情
報
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
、
情
報
の

提
供
を
受
け
る
団
体
と
の
協
定
は
ど
の

時
点
で
締
結
す
る
の
か

答　

情
報
の
提
供
を
受
け
る
自
治
会
等

が
、
見
守
り
な
ど
の
支
え
あ
い
活
動
を
行

う
準
備
が
整
っ
た
段
階
で
、
随
時
協
定
を

締
結
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

常
任
委
員
会
の
審
査
内
容

大通りで行われた消防団の
分列行進の様子

マイナンバーカード
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産
業
教
育
常
任
委
員
会

議
案
第
1
号

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

（
小
野
寺
北
小
旧
校
舎
保
存
解
体
事
業
費
）

質
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答　

6
月
ご
ろ
か
ら
調
査
に
入
り
、
9

月
か
ら
12
月
の
間
に
解
体
工
事
を
予
定

し
て
い
る
。
な
お
、
現
在
の
小
野
寺
北

小
学
校
校
舎
に
、
保
存
記
録
書
や
模
型
、

写
真
等
を
展
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
15
頁

=

討
論

（
学
力
向
上
事
業
費
）

質
　
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
は

答　

27
年
度
は
38
名
で
あ
っ
た
が
、
28

年
度
は
小
学
校
30
校
す
べ
て
で
実
施
し
、

60
名
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

質
　
学
力
向
上
の
た
め
の
今
後
の
取

り
組
み
は

法
改
正
の
背
景
と
し
て
は
、
農
業
の
担
い

手
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
あ
る
。

質
　
農
業
委
員
の
内
訳
は

答　

定
数
25
人
の
う
ち
、
半
数
以
上
は

認
定
農
業
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
で
は
、
利
害
関

係
の
な
い
第
三
者
と
公
募
委
員
を
合
わ
せ

て
3
名
前
後
、
そ
れ
以
外
は
地
域
推
薦
を

中
心
と
す
る
推
薦
委
員
と
考
え
て
い
る
。

▼
15
頁

=

討
論

建
設
常
任
委
員
会

議
案
第
1
号

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

（
市
営
住
宅
共
通
管
理
費
）

質
　
市
営
住
宅
の
駐
車
場
に
お
け
る

車
の
タ
イ
ヤ
盗
難
や
ガ
ラ
ス
の
破
損
等

へ
の
対
応
は

答　

今
後
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

（
定
住
促
進
支
援
事
業
費
）

質
　
宿
泊
体
験
施
設
の
概
要
は

答　

栃
木
地
域
の
大
通
り
に
あ
る
空
き

家
と
巴
波
川
沿
い
に
あ
る
空
き
施
設
の
い

ず
れ
か
を
候
補
地
と
す
る
。
大
学
な
ど
に

提
案
を
し
て
も
ら
い
、
市
民
の
要
望
等
も

取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

答　

指
導
主
事
の
学
校
訪
問
に
よ
る
教

員
の
指
導
力
向
上
、
教
育
研
究
所
に
よ

る
研
究
活
動
、
放
課
後
教
室
に
よ
る
学

習
支
援
の
三
本
柱
で
進
め
て
い
き
た
い
。

議
案
第
22
号

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例
の
制
定

質
　
条
例
の
特
徴
は

答　

他
市
の
条
例
に
は
な
い
、
本
条
例

の
特
徴
は
、
対
象
範
囲
を
小
中
学
校
に
限

ら
ず
高
等
学
校
に
ま
で
広
げ
た
こ
と
と
、

市
内
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
ほ

か
、
市
内
か
ら
市
外
の
学
校
に
通
う
小
中

高
生
ま
で
範
囲
を
広
げ
た
こ
と
で
あ
る
。

質
　
い
じ
め
の
調
査
方
法
は

答　

教
職
員
を
対
象
と
し
て
2
カ
月
に

1
回
実
施
し
て
い
る
認
知
件
数
調
査
、

児
童
生
徒
を
対
象
と
し
て
年
1
回
実
施

し
て
い
る
無
記
名
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
2
種
類
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

議
案
第
23
号　

　

�

農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
制
定

質
　
農
業
委
員
の
選
出
方
法
を
、
選

挙
制
か
ら
市
長
の
任
命
制
に
変
更
す
る

理
由
は

答　

農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更
は
、

農
業
委
員
会
法
改
正
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
事
業
費
）

質
　
事
業
の
概
要
は

答　

東
武
鉄
道
が
、東
武
栃
木
駅
の
ホ
ー

ム
に
転
落
防
止
を
目
的
と
し
て
、
内
方

線
付
き
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
を
計
画

し
て
お
り
、
当
事
業
に
対
し
市
が
補
助

金
を
支
出
す
る
。

質
　
他
の
駅
へ
の
対
応
は

答　

今
後
、
J
R
栃
木
駅
に
も
内
方
線

付
き
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
を
予
定
し

て
お
り
、
鉄
道
事
業
者
と
協
議
し
な
が

ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
藤
岡
駅
前
広
場
整
備
事
業
費
）

質
　
購
入
予
定
面
積
は

答　

都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
面
積

が
2
0
0
0
㎡
で
あ
り
、
今
回
計
上
し

て
い
る
購
入
費
に
つ
い
て
は
5
0
0
㎡

程
度
を
予
定
し
て
い
る
。

質
　
事
業
期
間
は

答　

平
成
28
年
度
に
国
の
事
業
認
可
を

い
た
だ
き
、
平
成
32
年
度
ま
で
を
予
定

し
て
い
る
。

小野寺北小学校旧校舎

内方線付き点字ブロック
線状の突起がある方向
が、安全なホームの内側。
目の不自由な方がホーム
から転落するのを防ぐた
めに、新たに考え出され
た点字ブロックです。

線路側

ホーム側
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議
案
第
１
号

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

　

反
対
　

白
石
幹
男
議
員�

無

　

①
総
合
支
所
機
能
は
縮
小
せ
ず
、
む
し

ろ
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
②
リ
ス
ク
の
高

い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
廃
止
す
べ
き
で

あ
る
。
③
少
子
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
よ

り
積
極
的
な
支
援
策
を
打
ち
出
す
べ
き
で

あ
る
。
④
不
要
不
急
の
大
型
事
業
は
中
止

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
案
は
問

題
が
あ
る
の
で
反
対
す
る
。

　

賛
成
　

天
谷
浩
明
議
員�

誠

　

毎
年
増
加
し
て
き
た
市
の
借
金
残
高

が
減
少
す
る
な
ど
、
財
政
健
全
化
に
配

慮
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
歳
入
で
は
、

国
県
補
助
金
を
積
極
的
に
活
用
し
て
財

源
の
確
保
に
努
め
、
歳
出
で
は
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
「
防
災
・
減
災
対
策
」

や
「
定
住
促
進
」
に
重
点
化
を
図
っ
た

こ
と
を
評
価
す
る
。

　

反
対
　

針
谷
育
造
議
員�

風

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
に
関

し
て
は
、
危
険
性
や
不
安
が
解
消
さ
れ

て
お
ら
ず
、
多
く
の
問
題
が
出
て
い
る
。

　

ま
た
、
重
要
な
文
化
財
で
あ
る
小
野

寺
北
小
学
校
旧
校
舎
に
関
し
て
は
、
解

体
せ
ず
に
活
用
を
図
る
べ
き
と
考
え
、

得
た
上
で
選
任
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
議
会
の
関
与
が
強

ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
定
数
は
、
市
の
財
政
事
情

等
を
勘
案
し
つ
つ
、
効
率
的
、
効
果
的
に

業
務
が
推
進
で
き
る
よ
う
、
十
分
な
協
議

を
行
い
提
案
さ
れ
た
も
の
と
判
断
す
る
。

　

反
対
　

大
武
真
一
議
員�

無

　

①
自
主
性
独
立
性
の
観
点
か
ら
、
自
由

な
選
挙
で
農
業
委
員
を
選
出
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
②
地
区
推
薦
の
基
準
が
不

明
確
で
、
候
補
者
が
公
平
公
正
な
代
表
者

た
る
か
判
断
が
難
し
い
。
③
女
性
農
業
委

員
・
青
年
農
業
委
員
の
選
出
枠
が
な
い
。

以
上
の
３
点
か
ら
本
議
案
に
反
対
す
る
。

議
案
第
59
号　

　

�

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
60
号

　

�

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

　

反
対
　

白
石
幹
男
議
員�

無

　

特
例
を
設
け
て
保
育
士
配
置
の
最
低

基
準
を
緩
和
す
る
こ
と
は
、
保
育
の
質

の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
り
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

賛
成
　

針
谷
正
夫
議
員�

黎

　

要
件
を
一
部
柔
軟
化
し
て
保
育
士
と
み

な
す
の
は
、
幼
稚
園
教
諭
や
小
学
校
教
諭

本
案
に
反
対
す
る
。

　

賛
成
　

広
瀬
昌
子
議
員�

大

　

特
に
、
斎
場
再
整
備
に
つ
い
て
、
岩
舟

地
域
の
南
部
清
掃
工
場
跡
地
を
選
定
し
た

こ
と
は
妥
当
な
判
断
と
考
え
て
い
る
。

　

16
万
市
民
全
体
の
利
益
を
考
え
る
べ

き
で
あ
り
賛
成
す
る
。

議
案
第
23
号

　
�

農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
制
定

　

反
対
　

白
石
幹
男
議
員�

無

　

新
制
度
で
は
、
農
業
委
員
の
過
半
数

は
認
定
農
業
者
で
、
そ
の
認
定
農
業
者

に
は
株
式
会
社
で
も
な
れ
る
こ
と
か
ら
、

大
手
企
業
が
農
業
委
員
会
に
参
入
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
農
地

の
集
積
・
利
用
調
整
を
進
め
る
上
で
、

所
有
者
・
利
用
者
相
互
の
信
頼
関
係
が

不
可
欠
な
の
で
、
農
業
者
の
公
選
委
員

が
多
数
を
占
め
る
農
業
委
員
会
こ
そ
が

ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
、
反
対
す
る
。

　

賛
成
　

針
谷
正
夫
議
員�

黎

　

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
、
形
式
的
な

選
挙
制
度
の
下
で
行
わ
れ
て
い
た
選
任

方
法
を
改
め
、
市
長
が
議
会
の
同
意
を

な
ど
に
限
定
し
、
数
に
も
制
限
を
設
け
て

い
る
。
ま
た
、
保
育
士
と
と
も
に
、
協
力

し
て
保
育
に
当
た
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

保
育
の
質
が
低
下
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
賛
成
す
る
。

そ
の
他
、
討
論
の
あ
っ
た
も
の

議
案
第
２
号

　

反
対
　

白
石
幹
男
議
員�

無

　

賛
成
　

天
谷
浩
明
議
員�

誠

議
案
第
３
号

　

反
対
　

白
石
幹
男
議
員�

無

　

賛
成
　

天
谷
浩
明
議
員�

誠

　

反
対
　

大
武
真
一
議
員�

無

議
案
第
10
号

　

反
対
　

白
石
幹
男
議
員�

無

　

反
対
　

針
谷
育
造
議
員�

風

議
案
第
26
号

　

反
対
　

白
石
幹
男
議
員�

無

　

賛
成
　

針
谷
正
夫
議
員�

黎

　

反
対
　

大
武
真
一
議
員�

無

議
案
第
27
号

　

反
対
　

白
石
幹
男
議
員�

無

　

賛
成
　

針
谷
正
夫
議
員�

黎

　

反
対
　

大
武
真
一
議
員�

無

議
案
第
28
号

　

反
対
　

大
武
真
一
議
員�

無

　

賛
成
　

針
谷
正
夫
議
員�

黎

議
案
第
45
号

　

反
対
　

白
石
幹
男
議
員�

無

　

賛
成
　

針
谷
正
夫
議
員�

黎

本
会
議
の
表
決
前
に
、
次
の
議
員
が
反
対
ま
た
は
賛
成
の
意
見
を
述
べ
、

他
の
議
員
の
賛
同
を
求
め
ま
し
た
。

討討討討
論論論論

無=

無
会
派　

誠=

誠
心　

風=

栃
木
新
風
会　

大=

大
樹　

黎=

黎
明
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議案等の審議結果は以下のとおりです。
全会一致で可決した議案

議
案

4〜9号 平成28年度各種特別会計予算、事業会計予算
11〜 19号 各種特別会計補正予算、事業会計補正予算

20号 市長、副市長及び教育長の給与の特例に関する条
例の制定

21号 地域支え合い活動推進条例の制定
22号 いじめ防止対策推進条例の制定
24号 特別会計条例の一部改正

25号 人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一
部改正

29号 聖地公園管理基金条例の一部改正

30号 指定障がい福祉サービスの事業等の人員、設備及
び運営に関する基準等を定める条例の一部改正

31号 高齢者デイサービスセンター条例の一部改正

32号 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準等を定める条例の一部改正

33号
指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準等を定める条例の一部改正

34号 勤労青少年ホーム条例の一部改正

35号 企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一
部改正

議
案

36号 手数料条例の一部改正
37号 建築審査会条例の一部改正

38号 地区計画の区域内における建築物の制限に関する
条例の一部改正

39号 藤岡遊水池会館条例の一部改正

40号 任期付市費負担教職員の任用、給与等に関する条
例の一部改正

41号 集会所条例の一部改正
42号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
43号 火災予防条例の一部改正
44号 固定資産評価審査委員会条例等の一部改正

46号 都賀町老人在宅介護支援センター設置及び管理運
営に関する条例の廃止

47、48号 市道路線の廃止、認定
49号 財産の無償貸付け
50号 指定管理者の指定（栃木地区急患センター）
51号 教育委員会委員任命の同意

52〜 55号 固定資産評価審査委員会委員選任の同意
56〜 58号 人権擁護委員の候補者推薦の意見
61号 一般会計補正予算（第7号）

議員案 1号 議会基本条例の一部改正
意見書案 1号 無電柱化の推進に関する法整備を求める意見書

賛否が分かれた議案等� ○=賛成　　●=反対

議
案
番
号

議
案
名

採
決
結
果

大
谷
好
一

茂
呂
健
市

青
木
一
男

針
谷
育
造

坂
東
一
敏

広
瀬
昌
子

小
久
保
か
お
る

古
沢
ち
い
子

松
本
喜
一

渡
辺
照
明

白
石
幹
男

関
口
孫
一
郎

氏

家
　

晃

平
池
紘
士

針
谷
正
夫

大
出
三
夫

大
阿
久
岩
人

大
川
秀
子

長
　

芳

孝

千
葉
正
弘

入
野
登
志
子

天
谷
浩
明

広
瀬
義
明

福
富
善
明

大
武
真
一

海
老
原
恵
子

永
田
武
志

岡
　

賢

治

小
堀
良
江

梅
澤
米
満

中
島
克
訓

高
岩
義
祐

福
田
裕
司

（
誠
心
）

（
栃
木
新
風
会
）

（
大
樹
）

（
栃
木
新
風
会
）

（
誠
心
）

（
大
樹
）

（
公
明
党
議
員
会
）

（
公
明
党
議
員
会
）

（
無
会
派
）

（
誠
心
）

（
無
会
派
）

（
無
会
派
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（
黎
明
）

（
黎
明
）

（
黎
明
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（
黎
明
）

（
黎
明
）

（
栃
木
創
志
会
）

（
無
会
派
）

（
誠
心
）

（
大
樹
）

（
大
樹
）

（
無
会
派
）

（
大
樹
）

（
黎
明
）

（
大
樹
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（
栃
木
新
風
会
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（
栃
木
新
風
会
）

（
栃
木
創
志
会
）

1号平成28年度一般会計予算
可
決○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議
長
の
た
め
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2号 平成28年度国民健康保険特別会計予算
可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3号 平成28年度後期高齢者医療特別会計予算
可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10号 一般会計補正予算（第6号）
可
決○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23号

農業委員会の委員及
び農地利用最適化推
進委員の定数を定め
る条例の制定

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26号

市議会の議員の議員
報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部
改正

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27号
市長等の給与及び旅
費に関する条例の一
部改正

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28号 職員の給与に関する条例等の一部改正
可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45号

特別職の職員で非常
勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条
例の一部改正

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59号

児童福祉施設の設備
及び運営に関する基
準を定める条例の一
部改正

可
決○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60号

家庭的保育事業等の
設備及び運営に関す
る基準を定める条例
の一部改正

可
決○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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　立ち並ぶ数多くの電柱や電線は・・・（略）・・・
近年増加している異常気象等の自然災害による電柱
の倒壊、さらには倒壊による避難・救援・救助等へ
の影響、痛ましい通学児童の交通事故の発生、車い
すやベビーカーが通行する際の危険性などから、無
電柱化に対する地域の要望は極めて強いものとなっ
ている。

京都府亀岡市	「議会基本条例の運用」について
滋賀県大津市	「議会のＩＣＴ化」について
　いずれも「市民に開かれ、信頼される議会」を目
指し精力的な議会活動に取り組んでいました。
　本市議会にも十分反映してまいります。

　NPO法人「風の詩」副理事長で社会福祉士事務
所「風のささやき」代表の永島徹氏を講師に迎え
て、認知症サポーター養成講座を開催しました。
　栃木市内では、3月24日までに10,559人が養成講
座を受講し、認知症サポーターとなっています。

　2月1日に藤岡町商工会・岩舟町商工会の皆さま
と、2月8日に都賀町商工会・西方商工会の皆さま
と懇談会を行いました。以前に実施した栃木市商
店会連合会、大平町商工会の皆さまとの懇談会も
含め計4回実施する中で、実際に商業に携わる方々
から生の声を聴くことができました。

無電柱化の推進に関する法整備を求める意見書<抜粋>（3月24日）

▶議会運営委員会� （2月4、5日）

▶認知症サポーター養成講座を開催
� （2月15日）

▶市内事業者と意見交換� （2月1日、8日）

▶広報紙発行特別委員会� （4月4、5日）

意見書を国に提出� （意見書の全文はホームページに掲載しています）

先進地を視察� （各委員会の視察報告書はホームページに掲載しています）

議員研究会 産業教育常任委員会の懇談会

　このようなことから、無電柱化の推進に関し、基
本理念や責務、推進計画の策定等を定めることによ
り、施策を総合的、計画的かつ迅速に推進し、公共
の福祉の確保や生活環境の向上、地域経済の健全な
発展に貢献する無電柱化の推進に関する法律の早期
制定を強く要望する。

山形県川西町	 「議会だよりの編集について」
山形県尾花沢市	「　　　　　同上　　　　　」
　読み手側の目線を大切にし、全委員が熱意をもっ
て編集にあたっていました。紙面を充実させるため
の取り組みなど、大変参考になりました。

希望を胸に
　栃木第四小学校に入学した新１年生の入学式が始まる前の教室の様子です。
　一人ずつ自己紹介をして、お辞儀の練習をしてから体育館に向かいました。
　希望と不安でいっぱいの新一年生、先生の話をよく聞いて、お友達をたく
さん作って、勉強に、運動にがんばってください。

表紙の写真
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1 月
	14日	議会改革検討委員会
	 	議会政策研究会幹事会
	15日	代表者会議
	 	議会報告会運営委員会
	27日	第14回議員研究会
	 	議員研修会
	 	議会広報紙発行特別委員会
2 月

	 1日	産業教育常任委員研究会
	4日・5日
	 	議会運営委員会視察
	 	（京都府亀岡市・滋賀県大津市）
	 	議会広報紙発行特別委員会視察
	 	（山形県川西町・尾花沢市）
	 8日	各会派代表者会議
	 	産業教育常任委員研究会
	15日	議員全員協議会
	 	第15回議員研究会
	 	認知症サポーター養成講座
	18日	議会改革検討委員会
	 	議会政策研究会幹事会
	 	議会報告会運営委員会
	19日	議会運営委員会
	26日	本会議（初日）
	 	第16回議員研究会
	 	議会広報紙発行特別委員会
	29日	議会政策研究会幹事会
	 	議会報告会運営委員会
3 月

	 1日	各会派代表者会議
	 	議会運営委員会
	 	本会議（一般質問）5人
	 2日	本会議（一般質問）5人
	 	議員全員協議会
	 3日	本会議（一般質問）5人
	 7日	総務常任委員会（予算説明）
	 	民生常任委員会（予算説明）
	 8日	産業教育常任委員会（予算説明）
	 	建設常任委員会（予算説明）
	11日	総務常任委員会
	14日	民生常任委員会
	15日	産業教育常任委員会
	16日	建設常任委員会
	17日	第17回議員研究会
	23日	議会政策研究会幹事会
	24日	各会派代表者会議
	 	議会運営委員会 
	 	本会議（最終日）
	29日	議会改革検討委員会
	 	第18回議員研究会

　

28
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
市
政
の
発

展
と
市
民
福
祉
向
上
の
た
め
に
こ
れ
を
生
か
さ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
改
め
て
議
会
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
議
会
活
動
を
伝
え
る
「
市
議
会
だ
よ
り
」

の
表
紙
を
今
回
か
ら
全
面
写
真
化
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
よ
り
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
多
く
の
み
な
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
広
報
紙
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
中
島
克
訓　

記
）

委

員

長

針
谷
正
夫

副
委
員
長

青
木
一
男

委　
　

員

針
谷
育
造

坂
東
一
敏

小
久
保
か
お
る

千
葉
正
弘

大
武
真
一

中
島
克
訓

広
報
紙
発
行
特
別
委
員
会

開 会 6月 10日（金）
一 般 質 問 6月 14日（火）〜 17日（金）
常 任 委 員 会 20日（月）〜 23日（木）
閉 会 29日（水）

　上記日程は予定であり、変更になる場合があります
ので、あらかじめご了承ください。
　詳しい日程については、決定次第、ホームページ等
でお知らせするほか、6月9日（木）に新聞折り込みを
予定しています。
3月定例会の傍聴者は・・・144人でした。

議 会 の 主 な う ご きぜひ傍聴にお越しください
6月定例会の予定は・・・

議会だよりの感想をお寄せください
　表紙の写真はどうでしたか？
　関心を持った記事はありましたか？
　見やすいレイアウトでしたか？
　こんな記事があったらいいなと思うものはあります
か？
　当委員会では、みなさまの声を参考に、よりわかり
やすく、より身近な議会だよりになることを目指して
います。
　どんなことでも大歓迎です。
　下記の連絡先まで、感想をお寄せください。

ご意見、お問い合わせは、議会事務局まで
　　TEL　21-2505
　　FAX　21-2688
　　Mail　gikai02@city.tochigi.lg.jp


